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小・中学校において、キャリア教育の充実を図るためには、小・中学校の円滑な接続を図り、児童生徒の規範意識の向上や異年齢集団での活動による自尊感情の高まりなどを生かした指導を展開することが重要です。 

 
 
小中連携を図り、９年間を見通したキャリア教育を推進するためには、児童生徒のキャリア発達やキャリア発達課題を理解することが重要です。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ※能力については、中教審答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」で示された「基礎的・汎用的能力」 

（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力、キャリアプランニング能力）との関連を図ること 

小中連携に視点を当てたキャリア教育の推進 

出典「小学校キャリア教育の手引き」（平成２３年５月） 


